





　My goal in this paper is to reanalyze the temporal progress in English and Japanese narratives through 
the framework of cognitive semantics.  I argue the relationship between space and time and foreground 
and background.
　Furthermore the difference of tense system and temporal progress between English and Japanese is 
clarified through the analysis of past perfect and historical present in English and Japanese.
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An analysis on the cognition of temporal progression of narratives

































  b 　The sun rises in the east.
3 恋愛で苦労した経験からしか、以下のような表現は生まれないと、私は信じる。
（ii） a 　彼女が進軍してきたので、彼は逃亡した。（＝彼女が言い寄ってきたので、彼は逃げ出した。）














（2） a ... I edged the nose inside the jamb overlap and turned it so that it put pressure on the lock 
tongue. It was a spring type and popped right back. I was in. I closed the door behind me. ...
 （Poodle Springs: 86）
 b ... I put my shoulder against the frame and the flat of my hand against the door and pushed in 
both directions at once and I was in. （Poodle Springs: 146）
ここで注目すべきは、〈 I was in 〉である。この文単独では、be 動詞に含意される状態の意味から、
問題の事態の開始点も終了点も認識されず、物語の時間は進行しない。しかし、（2a）（2b）とも







（3） a 　I woke up at 5 a.m.
 b　I was born in 1965.
（4） a　会議のあいだ、別のことを考えていた。
 b　その件は妻と相談した上で、お返事いたします。
（3）では、〈 at 〉や〈 in 〉という元々空間を表す前置詞が、時間を表している。モノとして物理
的に捉えられず、目にも見えない時間を空間という人間が認識可能な別のモノによって、認識可
能なモノとして捉え直している。




























（6） I had been urban-renewed right out of my office and had to move uptown. My new place was on 
the second floor of a two-story round turret that stuck out over the corner of Mass Ave and Boylston 






window scraping her patchy gilt lettering off the pane with a razor blade when I saw him. ...
 （Promised Land：9）
（6）は物語の途中ではなく、全くの冒頭の部分に過去完了形〈 I had been urban-renewed... 〉が使
われている。時間を表す副詞も存在していないので、ここでの時間構造は過去時制によって、発
話時（Speech Time: ST）より過去に RT が置かれ、完了相によって、その RT よりさらに過去に
ET が置かれ、次の（6’）のような時間構造になる。
（6’） 　　　　　　　　　　　　　　物語中の時間の流れ







　物語文中の時間の構造は現実の会話と異なり、ST があまり意識されず、物語中の RT を基準
にして対象の ET との前後関係から、時間を解釈することは可能である。
　しかし、（6）の場合、「had ＋過去分詞」という文法形式のみで、ET が過去（＝ RT）よりさ




形で表わされる。「タ」には完了相の含意があり、ET は RT より前に配置される。英語の過去時
制のように、ST と RT の時間関係を構築するのではなく、日本語の「タ」には完了相の RT と
ET との関係が含まれ、英語とは異なる。
　さらに、（6”）で「オフィスを移した」ことが、次に述べられている新しいオフィスについて
の説明より以前に起こった事態だと解釈可能なのは、〈 新しい 〉や〈 前の 〉などの表現が前後
の文との対比で、対象の事態が RT より前か後かを明確にするからである。特に〈 前の 〉は空
間を表す語句であり、ここでも空間の認知が、時間の進行と結びついている。
　さらに、次の例もみてみよう。








　（7）では、〈 放課後体育館へ向かった 〉に内在する RT を基準に、物語の主軸となる時間が構





  ET，RT ：〈 放課後、第二体育館に向かった 〉
   →
  ET，RT : 〈 （中略）の部分 〉
  ||
  ET，RT : 〈 …思った 〉
  ||


















〈 …急に話を持ちかけられていた 〉で示される事態は、〈 …取りかかることにした 〉の RT を基
準にしながら、そこからさらに前の時間であることが明らかになる。
　もし、〈 実は奈良健康ランドからの帰り道の車中 〉の部分がなかったら、どうであろう。たと


















る。そして、〈 「ーすまなかった」…頭を下げた 〉で、再び元の RT へ戻ってくる 9。
　〈 九月二十二日 〉という時の副詞があることよって、具体的な時間が設定されるので、物語の
主軸の時間と、さらにそれより以前の時間（＝九月二十二日）の事態を理解しやすくなっている。
　このように、（7）と同様に（9）も時の副詞によって、問題の ET が前文で表されている ET よ
7 段落や章立てが場面ごとのまとまりを表すという小説技巧上の形式は、本論では問題にしない。
8 〈 声を漏らした 〉は、事態の終点に焦点があたるので、正確には〈 睨んでいた 〉時間より、さらに物語
の時間は進行している。 
9 ここでも〈 頭を下げた 〉は、事態の始点に意味の焦点が集まり、回想の前の〈 声を漏らした 〉という事
態より物語の時間はさらに先に進んでいる。







　〈 おれは思わず声を漏らした 〉は回想に対する主人公の反応であり、〈 九月二十二日 〉の事態
に対して異なる空間、そして時間になる。





  ET，RT ：〈 …子供たちを睨んでいた 〉
   ||
　　　　　ET　 － 　RT ：〈 …出来事だった 〉　
   ||
　　　　　ET　 － 　RT ： 〈 …を命ぜられた 〉　
   →
  ET， RT : 〈 …声を漏らした 〉
   ||
  ET，RT : 〈 …見つめていた 〉
   ||
　　　　　　　ET　 － 　RT ： 〈 …呼びかけた 〉
   →














（10） I have never seen anything like it: two little discs of glass suspended in front of his eyes in loops 
of wire. Is he blind? I could understand it if he wanted to hide blind eyes. But he is not blind. ...  




　現在時制により、ST と RT が同時となり、完了相 have-en によって、RT より前に事態が生じ
たことが表現されている。
　英語では歴史的現在でも、時の副詞がなくとも、物語の冒頭からいきなり完了相で始められる
ということは、前文の RT を基準に時間が構成されているのではなく、ST を基準にして、時制





（10’）には、〈 I have never seen anything like it 〉の完了相に当たる部分に〈 それまで 〉という副
詞が加わっている。それによって、問題の ET は RT より以前のことだとわかる。
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　一般的に物語中の時間構成は、前文の RT と問題の事態の ET との関係が重要視されるので、
ST の位置はあまり意識されない。しかし、上記のような歴史的現在形で「ル」形式が使われる
ことより、普段は意識されず、隠れていた ST の位置（= 本論で扱う例は全て一人称の物語なので、
主人公の ST）が明らかになる。つまり ST と RT、ET が同時になる。
　さらに「テイル」の進行相の意味により、問題の事態の ET は ST と RT とともに同時となり、
内部から事態を見ているかの印象を与えることができる。よって、（11）の〈 …晴れ晴れしてい
る 〉や〈 …陽が射している 〉のように、登場人物の内面を描くのに適している。





〈 …晴れ晴れしている 〉と〈 …陽が射している 〉は、前文から続いている物語の時間の主軸と
なる RT と同時で、かつ（歴史的）現在形により ST もそれと同時。
　そして、〈 …取りかかることにした 〉で事態の開始点が明らかになるので、さらに前文より物
語が前進している。しかしまた、〈 …話を持ちかけられていた 〉で過去の経験の含意から、前文
の RT を基準にして、問題の ET は前文よりさらに過去へ配置される。
　次の〈 …話はこうである 〉は〈 …話を持ちかけられていた 〉の具体的な内容なので、その
RT と同時。そして、〈 …飲み干した 〉で表される ET は物語の主軸の時間、つまり、〈 …取りか
かることにした 〉と同じ時間へと戻ってくる12。




  ET，RT，ST ：〈 …晴れ晴れしている 〉
  ||
  ET，RT，ST ：〈 …陽が射している 〉
  →
  ET， RT ：〈 …取りかかることにした 〉
  ||
　　　　　　　ET　 － 　RT ：〈 …話を持ちかけられていた 〉
  ||




  ET，RT，ST ：〈 …話はこうである 〉
  →
  ET，RT ：〈 …飲み干した 〉
   ||








言える。ST の位置があまり前面に出てこず、前文の RT を基準にして時間が進む物語の中であっ
ても、ST が基準となっているようである。
　一方、日本語の場合は、時制のみを表す文法形式はなく、「ル」や「タ」に完了相が含まれて
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